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神
前
結
婚
式
ブ
ー
ム
再
来

模
擬
結
婚
式
を
開
催

＼
玄
海
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
と
タ
イ
ア
ッ
プ

宗

、
`
`
'

4月祭事暦

二
月
十
二
日
（
日
）
地
元
玄

海
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
と
タ
イ
ア

ッ
プ
し
、
こ
れ
か
ら
結
婚
式
を

検
討
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
と

し
て
の
模
擬
結
婚
式
が
、
当
大

社
清
明
殿
で
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
時
期
、
同
ホ
テ
ル
で
春

の
ブ
ラ
イ
ダ
ル
シ
ー
ズ
ン
に
向

け
て
フ
ェ
ア
を
開
催
す
る
と
の

こ
と
で
提
案
を
受
け
、
地
元
ホ

テ
ル
の
企
画
に
当
大
社
も
全
面

協
力
し
、
初
の
模
擬
神
前
挙
式

を
開
く
連
び
と
な
っ
た
。

神
前
結
婚
式
ブ
ー
ム
の
再
来

と
い
わ
れ
る
中
で
、
十
一
月
＋

五
日
に
は
紀
宮
清
子
内
親
王
殿
下
と
黒
田
慶
樹
氏
と
の
御
婚
儀
が
東
京
・
帝
国

ホ
テ
ル
で
催
さ
れ
、
そ
の
影
響
か
ら
か
、
若
い
方
よ
り
神
社
で
の
結
婚
式
を
希

望
す
る
方
が
増
え
て
き
て
い
る
。

当
大
社
に
お
け
る
こ
こ
十
数
年
の
傾
向
は
、
清
明
殿
で
神
前
結
婚
式
を
挙
げ
、

車
で
約
十
分
の
距
離
に
あ
る
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
「
玄
海
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
」

を
始
め
と
す
る
近
隣
の
諸
施
設
で
披
露
宴
と
い
う
パ
タ
ー
ン
が
最
も
多
い
。

同
ホ
テ
ル
ブ
ラ
イ
ダ
ル
担
当
者
に
よ
る
と
、
披
露
宴
の
受
付
を
す
る
中
で
当
大

社
で
の
挙
式
を
希
望
さ
れ
て
い
る
方
が
非
常
に
多
い
が
、
「
神
社
へ
の
申
し
込

み
方
法
」
や
「
結
婚
式
の
進
行
内
容
が
分
か
ら
な
い
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ

、 I
春季大祭
04月 1 日
午前11 時大祭
（氏子奉幣、主旦地方風俗舞、浦安舞）

04月 2日
午前 11 時総社祭
（献上若布採取者表彰）

午前 11 時40分
交通安全講社祭
高宮祭
第二宮•第三宮祭
宗像設国神社春祭

午後2時 iり大茶祭

（南坊流小方社中）
奉納剣道大会

/' 

午前9時
04月 12 日
午前11 時 沖・中両宮春季大4
於＝大島・中津宮

04月 15 日 月次祭
午前10時 高宮祭

届二宮・姑三宮祭
弓 1 きi，しき

宗像護国神社参拝
午前11 時 総社祭

豊栄舞奉奏
04月 29 日
午前11 時
引き続き

宗像大社奨学金受給生奉告祭

昭和祭

祭
典
後
に
は
必
ず
、
神
前
に
供
え

ら
れ
た
御
飼
御
酒
を
戴
く
直
会
（
な
お

ら
い
）
の
儀
が
行
わ
れ
る
。

神
々
が
お
召
し
上
が
り
に
な
ら
れ

た
お
供
え
物
を
戴
く
事
で
、
神
々
の

恩
恵
を
戴
く
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

祭
典
を
奉
仕
し
た
神
職
も
参
列
者
も

共
に
神
様
と
同
じ
も
の
を
戴
き
、
神

と
人
と
が
一
体
と
な
る
「
神
人
和
楽
」

が
、
直
会
の
根
本
的
意
義
で
あ
る
。

祈
願
の
後
に
神
酒
を
戴
く
事
を
直

会
の
儀
と
す
る
の
は
、
酒
が
神
飼
の

中
で
も
米
か
ら
造
ら
れ
る
重
要
な
品

目
で
あ
り
、
ま
た
調
理
せ
ず
に
そ
の

場
で
戴
く
事
が
出
来
る
為
、
象
徴
的

に
行
わ
れ
る
も
の
と
な
っ
た
。

ま
た
、
直
会
の
語
源
は
、
「
な
ほ
り

あ
ぴ
」
と
す
る
説
が
あ
る
。
神
職
は
祭

典
奉
仕
に
あ
た
り
、
心
身
の
清
浄
に
努

め
る
の
で
、
通
常
の
生
活
と
は
異
な
る

制
約
が
あ
る
。
祭
り
の
準
備
か
ら
祭
典

を
経
て
、
祭
典
後
の
直
会
を
も
っ
て
全

て
の
行
事
が
終
了
し
、
元
の
生
活
に
戻

る
。
つ
ま
り
「
戻
る1
1

直
る
」
が
そ

の
役
割
で
あ
り
、
直
会
が
祭
典
の
一
部

で
あ
る
事
を
指
し
て
い
る
。

直
会
が
神
事
と
し
て
一
般
の
宴
と

異
な
る
の
は
、
こ
う
し
た
意
義
を
も
っ

て
行
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

(

T

.

S
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階
位
浄
階

神
島
宮
司
に
昇
進

身
分
一
級

る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

当
日
は
、
ま
だ
寒
さ
の
厳
し
い
中
で

あ
っ
た
が
、
神
社
で
の
挙
式
を
是
非
体

験
し
て
み
た
い
と
、
約
一
二
十
余
名
の
方

が
御
来
社
さ
れ
た
。

参
加
者
は
、
ま
ず
は
社
務
所
で
結
婚

式
の
申
し
込
み
に
つ
い
て
の
説
明
を
受

け
、
神
職
の
案
内
で
御
本
殿
を
参
拝
。

続
い
て
、
皆
様
へ
本
番
同
様
桜
茶
を

一
振
舞
っ
た
後
、
モ
デ
ル
の
新
郎
新
婦
と
ー
い
る
方
も
お
り
、
祭
典
終
了
後
に
は
、
一

一
合
流
、
厳
粛
な
儀
式
に
臨
む
た
め
か
緊
一
神
職
へ
様
々
な
質
問
が
寄
せ
ら
れ
、
熱
ー

扇
し
た
面
持
ち
で
あ
っ
た
。
一
心
に
神
前
挙
式
に
つ
い
て
学
ぶ
事
が
出
一

―
そ
し
て
、
巫
女
の
先
導
に
よ
り
清
明
ー
来
た
よ
う
で
あ
っ
た
。

ー
殿
へ
参
進
す
る
と
、
祭
儀
部
の
神
職
に
ー
大
神
の
大
前
で
永
遠
の
愛
を
誓
う
、

よ
る
挙
式
進
行
の
解
説
を
交
え
な
が
ら
、
一
祖
先
よ
り
祈
り
続
け
ら
れ
て
き
た
、
人
•

一
雅
楽
の
調
べ
に
包
ま
れ
て
、
模
擬
神
前
一
生
の
新
た
な
門
出
の
儀
式
。
若
い
世
代
ー

一
挙
式
は
無
事
に
終
了
し
た
。
一
の
人
々
に
改
め
て
神
前
挙
式
に
つ
い
て
一

一
既
に
当
大
社
へ
式
を
申
し
込
ま
れ
て
一
関
心
を
持
た
れ
た
今
、
古
来
よ
り
語
り
一

神
島
宮
司
に
は
、
こ
の
度
三
月
一
ー

日
付
で
階
位
「
浄
階
」
、
神
職
身
一

分
「
一
級
」
に
昇
進
さ
れ
、
三
月
一

十
六
日
神
社
本
庁
に
お
い
て
授
与
式
一

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
一

神
島
宮
司
は
、
昭
和
四
十
六
年
に
一

当
大
社
に
奉
職
し
て
以
来
一
二
十
五
年
、
一

神
明
奉
仕
に
務
め
る
と
共
に
神
社
の
一

維
持
運
営
に
力
を
注
が
れ
、
平
成
十
五
一

年
か
ら
宮
司
に
就
任
致
し
ま
し
た
。
一

ま
た
神
社
本
庁
参
与
、
県
神
社
庁
理
一

事
な
ど
神
社
界
に
お
い
て
も
多
く
の
役
一

職
を
歴
任
し
、
こ
の
永
年
に
亘
る
神
明
一

奉
仕
と
祭
祀
の
厳
修
、
御
神
徳
の
発
揚
一

に
貢
献
さ
れ
た
数
々
の
功
績
に
よ
り
今
一

回
の
昇
進
と
成
っ
た
も
の
と
存
じ
ま
す
。
一
神
社
本
慮

旱
泣
十
八
皐
＇
三
月
ー
・

位
壼

ゅ
胃
｀

神
あ

~
E

・
一
十
年
・
一
月
8
.

え

浄
階
ヲ
授
＇ 定

階

継
が
れ
て
き
た
我
が
国
の
伝
統
を
今
後
一

も
、
大
切
に
守
り
続
け
た
い
も
の
で
あ
ー

る
。

,
t
t

H
-ふ
ー

r

`
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神
社
木
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宗
像
大
芍
神
島
定

神
諏
其
全
級
と
す
る

画
山
[

平
成
十
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氏
貞
公
墓
前
祭

三
月
四
日
、
午
前
十
一
時
よ
り
当
社

第
八
十
代
大
宮
司
、
宗
像
氏
貞
公
の
募

前
祭
が
寒
風
肌
刺
す
中
、
例
年
通
り
斎

行
さ
れ
た
。

こ
の
募
前
祭
は
、
氏
貞
公
こ
逝
去
四

:
0
0
年
忌
に
あ
た
る
昭
和
六
十
一
年
に
、
一

ー
当
大
社
と
菩
提
寺
で
あ
る
承
福
寺
と
の
一

ー
募
石
保
存
の
協
議
の
折
、
神
式
と
仏
式
•

ー
で
隔
年
毎
に
募
前
祭
を
奉
仕
す
る
こ
と
一

ー
が
定
め
ら
れ
今
日
に
至
る
。
一

本
年
は
、
当
社
の
｛

当
番
年
で
あ
り
、
神
一

職
三
人
奉
仕
の
下
斎
一

行
さ
れ
た
。
祭
典
に
一

は
、
当
社
高
向
権
宮
一

司
、
承
福
寺
埜
村
住
一

職
、
隣
船
寺
田
代
住
一

職
、
初
代
大
宮
司
清
一

氏
公
以
来
宗
像
家
に
一

仕
え
又
、
代
々
墓
守
一

を
し
て
き
た
占
部
家
、
一

又
幕
所
の
あ
る
上
八
一

今
門
地
区
の
住
民
な
一

ど
多
く
の
人
々
が
参
ー

列
し
、
氏
貞
公
の
威
一

徳
を
偲
ん
だ
。
一

宗
像
氏
貞
公
が
活
一

躍
さ
れ
た
室
町
末
期
一

の
九
州
の
情
勢
は
、
一

大
友
氏
・
龍
造
寺
氏
・
一

島
津
氏
の
三
大
勢
カ
一

が
鼎
立
し
、
又
中
国
一

地
方
か
ら
は
、
毛
利
氏
が
九
州
へ
侵
攻
一
占
部
右
エ
門
に
よ

し
て
き
て
い
た
。
大
友
・
龍
造
寺
·
毛
｛
っ
て
密
か
に
現
在

利
氏
が
衝
突
す
る
地
は
、
筑
前
及
び
そ
一
の
地
へ
運
ば
れ
埋

の
周
辺
地
で
あ
っ
た
。
こ
の
地
方
に
存
一
葬
さ
れ
た
。
以
後
、

在
す
る
宗
像
氏
を
始
め
諸
勢
力
は
、
そ
一
代
々
占
部
一
族
が

の
時
々
の
情
勢
を
正
確
に
判
断
し
行
動
＿
守
っ
て
き
た
。

し
な
け
れ
ば
、
滅
亡
す
る
時
代
で
あ
っ
一
そ
の
後
、
問
も

た
。
ー
な
く
氏
貞
公
の
願

こ
の
よ
う
な
困
難
な
時
代
に
大
宮
司
一
い
も
叶
わ
ず
、
豊

職
を
継
い
だ
氏
貞
公
は
、
深
謀
遠
慮
を
一
臣
秀
吉
の
命
に
よ

巡
ら
し
神
郡
宗
像
を
こ
れ
ら
外
敵
か
ら
一
っ
て
継
嗣
の
い
な

守
り
落
日
の
宗
像
大
宮
司
家
の
再
興
を
一
い
宗
像
大
宮
司
家

図
っ
た
。
ま
た
戦
乱
の
た
め
衰
微
し
て
ー
は
断
絶
と
な
り
、

い
た
社
寺
等
復
興
も
行
う
。
一
そ
の
御
神
威
を
遍

弘
治
元
年
(
-
五
五
七
）
本
殿
内
一
く
知
ら
れ
た
宗
像

陣
よ
り
あ
が
っ
た
火
は
、
本
殿
・
拝
殿
ー
大
社
も
次
第
に
衰

を
焼
き
又
多
く
の
神
宝
が
灰
燐
に
帰
し
i
微
し
て
い
っ
た
。

た
。
そ
れ
か
ら
約
二
十
年
の
時
を
置
き
一
今
回
の
募
前
祭

氏
貞
公
が
厳
し
い
時
勢
の
中
、
再
建
さ
ー
を
通
し
、
戦
国
乱

れ
た
。
こ
れ
が
現
在
の
辺
津
宮
本
殿
で
~
世
の
混
迷
す
る
時

あ
る
。
一
世
に
、
当
大
社
の

こ
れ
以
外
に
も
神
郡
内
の
荒
廃
し
た
一
存
立
危
う
き
中
を

社
寺
の
復
興
、
現
在
の
上
八
辺
り
の
田
ー
よ
く
守
り
抜
か
れ

地
を
御
神
米
用
田
と
し
て
寄
進
、
神
社
一
た
中
興
の
祖
·
氏

の
改
革
（
祭
祀
の
厳
正
化
等
）
等
々
、
一
貞
公
御
一
代
の
生

宗
像
大
神
の
神
威
の
護
持
に
努
め
ら
れ
一
涯
に
思
い
を
馳
せ
、

た
。
し
か
し
氏
貞
公
は
、
志
も
半
ば
の
一
我
々
も
日
々
神
徳

四
十
二
歳
、
蔦
ヶ
岳
城
に
て
風
邪
が
遠
—
宣
揚
に
心
を
尽
く

因
と
な
り
病
没
さ
れ
る
。
敵
に
侵
略
ー
す
笞
い
を
新
た
に

の
隙
を
与
え
な
い
為
、
そ
の
死
は
、
一
―
―
ー
し
た
。

年
問
秘
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
亡
骸
は
、
一
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平成18年・日本海々戦101年

う中津宮現地大祭の御案肉
今年も沖ノ島西方洋上で明治38年に行われた日本海海戦を卜して、年に一度沖ノ島に渡島参拝できます『

沖津宮現地大祭』が斎行されます。
下記、要項で参加者を募集致しますので、参拝こ希望の方はお申し込み下さい。

一①参拝者は沖津宮奉賛会費として 1 名に付き、 20,000

円お納め頂きます。

②参拝御希望の方は当大社より『参拝申し込み書』をお取
り寄せ頂き、4月30日迄（必着）に社務所まで御返送下さい。

③沖ノ島渡島前日の5月 26日（金）午後6時迄に中津宮（筑前
大島）に到着し、受付を済ませ、渡島安全祈願祭に御参列し

ていただきます。（祭典後、各班ごとに説明会を行います）

④ 5月 27 日（土）午前6時に大島港を出港。
沖ノ島到着後、直ちに海水で面契をして頂きます。

祭典は午前10時の予定です。

•午後 1 時沖ノ島を出港し、大島着島は午後4時の予定です。

⑤大島神湊間のフェリー最終便は午後6時です。
⑥海上模様等で沖ノ島渡島が中止になった場合は、大島
の沖津宮遥拝所で祭典を斎行致します。

⑦乗船者数に制限がありますので、定員を超える場合に
は御遠慮願います。

⑧年令70オ以上の方や、関係筋の通達により健康状態
が良好でない方、長時間の乗船に耐えられない方は御
遠慮願います。

⑨申し込み者には、受付後参加の諾否を葉書で御通知申
し上げます。

一①遊山・魚釣等を目的とし、釣具類を持参しての乗船は固く禁止します。

もし違反があれば乗船をお断り致します。
②沖ノ島上陸の際は、古例により海水で爾契をし、心身を清める事。
③御神水以外は、一木一草一石たりとも持ち帰る事を禁止します。
④厳重なる掟がある為婦女子の参拝は固くお断わり致します。
大島での宿泊につきましては、参考要項に同封の、大島
の旅館・民宿のパンフレットを御参照の上、各自で直接
予約願います。

申込書·参拝心得・参拝要項等を用意しておりますので、
返信用切手を同封の上、下記宛までお申し込み下さい。

申し込み先

〒811-3505 福岡県宗像市田島2331

宗像大社社務所祭儀部『沖津宮現地大祭』係

T E L (0940) 62-1311 〈代表〉
FAX (11) 62-1315 

—:—•一→-·ロー
中津宮（大島）での渡島安全祈願祭（前日の26 日）

沖津宮（沖ノ島）での現地大祭（27 日）

船上から見た沖ノ島
9 99 ―,、 U 見 9」"-· & 

`•一
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欧
米
の
石
油
産
業
は
一
九
九
八
年
（
平
一

成
十
年
）
か
ら
九
九
年
に
か
け
、
わ
ず
か
一

二
年
た
ら
ず
の
期
間
に
驚
く
べ
き
変
貌
を
一

遂
げ
た
。
そ
れ
は
「
石
油
の
世
紀
」
を
支
一

配
し
た
国
際
資
本
が
、
経
営
環
境
の
変
化
一

に
応
じ
、
生
き
残
り
を
か
け
て
演
じ
た
業
一

界
再
編
成
の
ド
ラ
マ
で
あ
っ
た
。
一

背
景
に
は
、
九
七
年
か
ら
の
深
刻
な
ア
ー

ジ
ア
経
済
危
機
に
伴
う
、
石
油
需
要
の
滅
一

退
、
お
よ
びO
P
E
C

（
石
油
輸
出
国
機
一

構
）
諸
国
の
生
産
枠
拡
大
が
あ
る
。
価
格
一

の
下
落
、
低
水
準
で
の
推
移
が
、
石
油
産
一

業
を
直
撃
し
た
。

第
二
次
大
戦
が
終
わ
っ
た
直
後
の
四
七
一

年
に
は
、
メ
ジ
ャ
ー
ズ
七
社
（
セ
ブ
ン
・
一

シ
ス
タ
ー
ズ
）
に
よ
る
、
世
界
の
石
油
産
一

業
支
配
の
シ
ス
テ
ム
が
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
一

た
。
石
油
の
生
産
と
価
格
の
決
定
は
、
国
一

際
カ
ル
テ
ル
の
掌
中
に
あ
っ
た
。
一

し
か
し
、
六0
年
九
月
に
O
P
E
C

が
一

結
成
さ
れ
、
十
年
後
の
七
一
年
の
テ
ヘ
ラ
ー

ン
協
定
、
ト
リ
ポ
リ
協
定
で
、
石
油
公
示
―

元売り会社の再編の劇的であったが、96年（平成8年）の自由化以降、給油所の生き残り競争も激化している。

石
油
危
機

の
あ
と
、
石

油
産
業
は
需

要
減
と
規
則

と
と
な
っ
た
。
一

メ
ジ
ャ
ー
ズ

支
配
の
終
焉

で
あ
る
。

こ
れ
に
追

い
う
ち
を
か

け
た
の
が
、

七
三
年
（
昭

和
四
ぷ
）

か
ら
の
二
度

に
わ
た
る
石

油
危
機
で
あ

っ
た
。

エ
ク
ソ
ン
・

ズ
と
の
協
議

に
よ
る
、
こ

価
格
の
決
定

は
O
P
E
C

新
し
い
世
紀
と
出
光
④

S

石
油
の
世
紀
終
幕
の
大
競
争s

出
光
興
産
株
式
会
社

出
光
佐
一
―

と
メ
ジ
ャ
ー

緩
和
、
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
進
出
、
環
境
一

対
策
の
強
化
、
な
ど
の
対
応
を
迫
ら
れ
る
。
一

業
績
も
悪
化
し
、
単
な
る
リ
ス
ト
ラ
、
コ
ー

ス
ト
削
滅
で
は
生
き
残
り
さ
え
危
う
く
な
一

っ
た
。

業
界
再
編
、
合
併
劇
が
繰
り
返
さ
れ
た
一

結
果
、
世
界
の
石
油
産
業
は
エ
ク
ソ
ン
・
一

モ
ー
ビ
ル
、
シ
ェ
ル
、BP

（
ブ
リ
テ
ィ
ー

ッ
シ
ュ
・
ペ
ト
ロ
リ
ア
ム
）
・
ア
モ
コ
の
一

三
社
に
集
約
さ
れ
た
。
一
九
二
0
年
代
の
一

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
（
エ
ク
ソ
ン
の
前
身
）
シ
ー

ェ
ル
、
ア
ン
グ
ロ
・
イ
ラ
ニ
ア
ン(
B
P
­

の
前
身
）
三
社
体
制
の
復
活
1
1
ス
ー
パ
ー
・
一

メ
ジ
ャ
ー
ズ
の
誕
生
で
あ
る
。
一

同
じ
時
期
、
国
内
で
も
合
併
、
提
携
が
一

相
次
い
だ
。

九
八
年
十
月
の
日
石
、
三
菱
の
合
併
合
一

意
（
翌
九
九
年
四
月
合
併
）
は
衝
撃
的
で
一

あ
っ
た
。
日
石
三
菱
は
合
併
後
、
業
界
一
―
―
―

位
の
コ
ス
モ
石
油
と
提
携
し
、
精
製
能
カ
一

の
国
内
シ
ュ
ア
は
三
六
％
と
な
っ
た
。
一

二
0
0
0
年
二
月
に
は
、
一

____... 

店
主

, そ
の
ー

モ
ー
ビ
ル
傘
下
の
東
燃
と
ゼ
ネ
ラ
ル
石
油

が
合
併
に
合
意
、
エ
ッ
ソ
石
油
、
モ
ー
ビ

ル
石
油
を
加
え
た
四
社
で
新
会
社
を
設
立

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
続
い
て
同
年
三
月
、

ジ
ャ
パ
ン
エ
ナ
ジ
ー
と
昭
和
シ
ェ
ル
石
油

も
、
事
業
を
統
合
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
結
果
、
わ
が
国
の
石
油
精
製
、
元

売
り
業
界
は
日
石
三
菱
・
コ
ス
モ
石
油
グ

ル
ー
プ
、
エ
ク
ソ
ン
・
モ
ー
ビ
ル
グ
ル
ー

プ
、
昭
和
シ
ェ
ル
・
ジ
ャ
パ
ン
エ
ナ
ジ
ー

グ
ル
ー
プ
、
そ
れ
に
出
光
興
産
グ
ル
ー
プ
、

の
四
つ
に
再
編
さ
れ
た
。

出
光
の
販
売
シ
ェ
ア
（
燃
料
油
合
計
）

は
、
九
九
年
度
一
六
•
四
％
で
あ
る
。
日

石
と
ト
ッ
プ
を
争
う
位
置
に
あ
っ
た
が
、

他
社
が
合
併
、
グ
ル
ー
プ
化
し
た
た
め
四

グ
ル
ー
プ
の
最
下
位
と
な
っ
た
。

石
油
に
た
い
す
る
需
要
は
、
今
後
人
口

の
停
滞
、
製
造
業
の
海
外
進
出
、
電
カ
・

ガ
ス
の
天
然
ガ
ス
化
な
ど
か
ら
減
少
が
予

想
さ
れ
る
。
し
か
し
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
調

査
会
の
見
通
し
で
は
、
わ
が
国
の
二01

0
年
度
の
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
成
比
で
、

石
油
が
四
七
・
ニ
％
を
占
め
る
。
当
面
、

石
油
が
最
も
重
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ

る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
く
、
世
界
的
に
も

中
東
や
カ
ス
ピ
海
な
ど
の
資
源
獲
得
競
争

は
激
化
し
て
い
る
。

日
本
、
そ
し
て
出
光
は
、
こ
れ
に
ど
う

対
応
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
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言］---------------------------

＾謀ん一長で
男だな機はあ
た‘作の憤る
ちと戦護然゜
のてが衛と命
大も成のしが

艦撃六徳出 伊＾使為のた与＜施逐二 和作功飛た下
の 日山港三藤大ゎめ使゜え無護艦ハ軽_____戦す行口つ
矢ー沖沖‘月正海れに用 ら謀は八五巡 とる機調た
矧先縄泊三二憲軍ず本目--,麿なな隻互洋 彗ともで時
で導に地田八ー 来的用出死か‘ー艦 で思な言伊
あす向へ尻日 をにのを兵 つ航ト--, えうしつ藤
るるけ゜沖‘ 想終目誤者累場た空ン矢ゃ 哀かに、た整
゜巡て四か呉 ぅえ的つがあ所゜機一矧g ? 
菊洋出月らを 。ーにたそっを全の駆'-- '--無こー艦
-----------------------------------------------------------------------------------------•·----------------------------

なち不復東和隻機雲は 一見し略いいだ大平 てれ水
った気原経はは銃問米七男送たーるる日和洋内ゆにの
て巨味カー沈沈をか艦日たつ立 ！見暮がに海く続織
ゆ木なも二没没浴ら載‘ちてち山一張れ別出か゜きを
くのき前八゜゜びあ機鹿のい姿 と員前府てら ‘立
゜よし進度北一せらが児大るは桜大がだ湾沖豊 大て
そうみ力四緯四るわ飛島和か、のき一つを縄後 和た
のに音も分三時゜れ来の-----のま美な桜た通を水 は八
傾徐をな〇十二軽‘゜南 さるし声だ゜過め道 し隻
斜々あく四度三巡魚浮ぅ端 つでいで、艦しざを んの
角にげし．四分‘雷塵；」し、 だ第ぴ叫桜橋たす経 が駆
度横なた 0 三つ駆‘の‘ ；二つんがにのの由 り逐
が倒が大秒分い逐爆よ六 ←艦そだ咲立はでし を艦
大れら和 ーに艦弾う時 '--隊り-いっ、あて 走が
きに朽は一秒大五‘にに をと中ててまる太 つそ
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

てとにと卜 るルやブム引わ幕 か満如三水ー ＾方た艦をもいく
くは復はが尾よ床ビリにきた標昭ニー何千深大一男かがもあのるな
る‘元い五道う： l ‘そ揚り委和七 ーノ四和徳たら米兵げのこる
゜戦さえ月のだ乗ルホれげ調員六六乗 骸百 猛軍もてなとにー争れそまー゜務ビ l がて査会十人員＾‘三ー醤嘉烈機断海いもつ
見と‘ので男 員ンロ展い艦は年 ＝戦彼十轟ノ大なは末に甲困れ
のは実巨延た た ‘l 示るの大一 三艦ラ半沈西和爆と魔す板難‘
価を感大期ち ち靴びさ゜確和ー ＝大終 シ方一撃どのべ上に歩
原考でなさの の底きれ大認沈九 三和焉今テニ をめ叫りのなく
ぁえき姿れ大 声‘食て和と没八 人のノナ巨十 加をび落兵りこ
‘る‘る和 が浴器いミー地五 ‘最胸ホ髄哩 ぇ刺をちた‘と

杢問し一°'-- 聞室‘るユ部を 生期中埋四ノ てすあてちつも
い‘部セの えの酒° I 追ニ一 存・果没裂洋 贔べげいはか立
か大精ッセ てタビドジ品回海 者吉シスス上 きてつ悲まつ
け和巧トッ くインンアをにの 僅田テル‘‘ 一四いた嗚るて

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

-- --•一下—- ---• つ遍ー一19^

J 
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三
十
九
田
熊
貴
船
社
田
熊
神
社
境
内
貴
船
神
社
）

前
号
の
東
郷
小
学
校
校
庭
の
裏
山
、
—
御
縁
起
に
百
八
社
の
一
っ
と
し
て
「
田
ー

眼
下
に
東
郷
の
街
並
み
を
臨
む
示
現
神
ー
熊
貴
船
」
と
見
え
、
正
平
年
中
行
事
続
ー

社
の
境
内
、
御
本
殿
の
後
方
に
石
祠
の
一
風
土
記
附
録
宗
像
郡
上
田
熊
村
の
條
一

末
社
が
整
然
と
鎮
座
し
て
い
る
。
に
は
、
「
貴
船
四
祀
ナ
カ
オ
ニ
祀
、
ホ
ー

リ
、
ヒ
ラ
イ
」
と
」
あ
り
、
田
一

熊
村
内
に
貴
船
社
が
四
社
あ
り
、
一

何
れ
も
こ
れ
と
定
め
が
た
い
と
一

さ
れ
、
同
拾
遺
十
八
同
村
の
條
一

に
も
、
そ
の
小
字
中
尾
に
二
所
、
一

同
堀
•
平
井
の
あ
る
貴
船
社
の
一

何
れ
か
が
、
「
正
平
年
中
行
事
一

神
事
の
條
の
田
熊
貴
船
社
、
十
一

一
月
神
事
」
と
あ
る
も
の
に
常
一

像め
ぐ
り

時
代
の
変
遷

と
共
に
、
宗
像

大
社
の
七
十
五

末
社
の
内
に
あ

る
古
社
も
そ
の

姿
を
変
え
て
は

い
る
が
、
氏
子

の
人
々
の
心
に

は
恨
強
く
生
き

続
け
て
お
り
、

現
在
の
石
祠
の

前
で
の
お
祭
り

も
地
域
に
根
ざ

し
た
形
で
、
連

綿
と
斎
行
さ
れ

て
い
る
。

る
と
し
て
い
る
。

明
細
帳
は
東
郷
村
大
字
田
熊
字
中
尾
鎮
座
、
田
熊
神
社
（
蕉
一

村
社
）
の
境
内
社
田
熊
貴
船
社
を
も
っ
て
こ
れ
と
す
る
と
あ
る
一

が
、
現
在
の
示
現
神
社
（
田
熊
神
社
）
の
境
内
末
社
に
は
貴
船
一

神
社
が
二
社
あ
り
、
更
に
は
大
字
田
熊
字
堀
に
貴
船
神
社
（
葡
一

無
格
社
）
が
一
社
が
あ
る
と
宗
像
神
社
史
に
は
載
っ
て
い
る
一

が
、
果
し
て
何
れ
の
社
が
こ
れ
に
当
る
の
か
検
討
す
べ
き
で
あ
ー

る
も
、
現
在
堀
と
い
う
小
字
名
も
無
く
な
り
、
そ
の
所
在
も
不
一

明
で
あ
る
。

冦
津
酒
類
製
造
場
」
の
近
隣
を
旧
小
字
で
堀
と
呼
ば
れ
一

て
い
た
そ
う
で
、
以
前
に
小
さ
な
社
が
あ
っ
た
と
い
う
話
を
一

聞
く
が
、
今
は
閑
静
な
住
宅
地
と
な
っ
て
お
り
、
地
名
の
標
一

示
も
宗
像
市
田
熊
三
丁
目
と
さ
れ
、
祠
の
場
所
も
わ
か
ら
ず
一

時
の
流
れ
を
感

じ
る
。

" " 
" " " " 

" 
" 

" " 
" " 

" 
" 

吉

野

松
林

理 拓

飯藤

田田

明俊

宏介

長
友
貞
冶

飛
来
孝
佳

大
塚
宗
延

御
床
直
之

坂
本

敬

中
原
裕
生

佐
々
木
大
冶

杉
山
安
彦

権
禰
宜
渡
追
秀
丸
伊
藤
佳
和

葦
津
幹
之

禰権宮
宮

宜司司

堤高神

向島

.iE 

宏秀定

神
宝
館
々
艮

社
務
本
局
長

祭
鑽
部
長

文
化
財
管
理
事
務
局
長
（
兼
）

海
洋
分
局
長
（
中
津
宮
）

宗
像
大
社
菊
花
会
事
務
局
最
（
廉
）

主
基
地
方
諷
俗
霙
保
存
会
事
競
周
良
（
訛
）

庶
務
部
最

五
月
寮
口
任
者
（
痕
）

経
理
部
最

宮
司
兼
務
社
管
理
主
任
（
兼
）

津
加
計
志
神
社
管
理
主
任
（
兼
）

（
財
）
式
内
社
顕

8
会
九
州
支
部
事
葬
周
主
任
（
準
）

祭
鑽
部
長
代
理

宗
像
護
国
神
社
管
理
主
任
（
旗
）

祭
鑽
部
錢
式
課
主
任

氏
子
会
幹
事
艮
（
離
）

庶
務
部
庶
務
課
主
任

宗
像
大
社
菊
花
会
事
務
局
員
（
兼
）

宗
像
大
社
氏
子
会
幹
事
（
兼
）

経
理
部
用
度
課
員

宗
像
大
社
菊
花
会
事
務
局
員
（
兼
）

文
化
財
管
理
事
務
局
員
（
凍
）

庶
務
部
庶
務
課
員

氏
子
会
幹
事
（
兼
）

庶
務
部
広
報
課
員

宗
像
大
社
歌
会
担
当
（
兼
）

氏
子
会
幹
事
（
兼
）

祭
鑽
部
賽
務
課
員

氏
子
会
幹
事
（
兼
）

経
理
部
会
計
課
員

庶
務
部
広
報
課
員
（
痕
）

芸
盆
方
諷
俗
舞
倅
存
会
事
競
周
良
（
源
）

祭
鑽
部
衣
務
課
員

経
理
部
用
度
課
員

宗
像
大
社
菊
花
会
事
務
局
員
（
煉
）

祭
錢
部
鑽
式
課
員

文
化
財
管
理
事
務
局
員
（
兼
）

祭
艤
部
錢
式
課
員

四
月
一
日
付
で
左
記
の
通
り
、
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

人
事
異
動
（
神
職
）
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日
の
里

大
和
美
由
紀

か
つ
て
見
し
雉
は
何
処
に
潜
ま
ん
か
萌
え
ん
と
し
て
い
る
カ
ル
ス
ト
台
地

（
評
）
作
者
の
見
た
雉
は
一
年
前
か
二
年
前
か
、
ロ
マ
ン
性
の
あ
る
一
首
で
あ
る
。

イ
タ
リ
ヤ
の
ト
リ
ノ
の
町
を
知
り
た
く
て
杖
を
た
よ
り
に
市
の
図
書
館
に

（
評
）
加
齢
し
な
お
塑
礫
た
る
作
者
に
幸
あ
れ
。

宗
像
市

福
津
市
中
央

中
村
勇

福
津
市

賞
味
期
限
の
切
れ
た
る
パ
ン
を
か
じ
り
を
り
捨
て
る
に
し
の
び
ず
戦
中
派
我
は

（
評
）
何
も
彼
も
乏
し
い
時
代
を
耐
え
励
ん
だ
戦
中
派
が
あ
っ
て
の
今
の
日
本
で
あ
る
。

在
自

篇
篇
と
風
の
強
き
に
高
宮
の
神
離
の
幣
が
う
も
揺
れ
ざ
り

（
評
）
情
景
も
気
持
も
判
る
の
だ
が
、
漢
字
の
多
い
せ
い
か
、
表
現
が
い
さ
さ
か
固
い
。
初
句

「
空
を
ゆ
く
」
で
は
ど
う
か
、
が
う
は
睾
で
い
さ
さ
か
も
、
の
意
。

綿
雪
の
透
き
つ
つ
雨
に
変
り
ゆ
く
梅
の
贅
の
淡
き
く
れ
な
ゐ

（
評
）
い
い
歌
だ
が
、
上
句
と
下
句
と
並
列
対
比
の
形
に
な
っ
て
い
る
の
が
惜
し
い
。
下
句
は

「
梅
の
面
の
ふ
く
ら
む
午
後
を
」
な
ど
考
え
た
い
。

病
室
で
寿
ぐ
元
旦
と
そ
も
な
く
雑
煮
も
な
け
れ
ど
生
き
い
る
幸
せ

（
評
）
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
喜
び
を
素
直
に
詠
っ
て
あ
る
が
、
情
景
に
即
き
過
ぎ
る
と
歌

に
飛
躍
が
な
い
。
と
言
う
こ
と
を
、
作
者
の
み
な
ら
ず
、
皆
さ
ん
承
知
し
て
欲
し
い
。

名
ば
か
り
の
立
春
な
り
し
と
思
び
し
が
桜
並
木
は
う
る
み
て
立
て
り

（
評
）
季
の
移
り
に
敏
感
な
植
物
へ
の
驚
き
を
詠
っ
て
い
る
が
、
上
句
が
常
套
的
な
の
が
残

念
。

佐
々
木
和
彦

宗
像
市

曲

天
野
玲
子

福
津
市
中
央

池
浦
千
鶴
子

福
岡
市
南
区

井
田
有
久
衣

宗
像
市
池
田

森
龍
子

宗
像
市
田
久

巻
桔
梗

第
五
一
＿
一
五
回

宗
像
大
社
歌
会
詠
草

大
野
展
男
選
毎
月
2
5日メ
切

選
者
詠

新
し
き
車
の
側
に
夫
と
わ
れ
二
月
の
宮
に
御
祓
受
く
る

（
評
）
敬
神
の
こ
こ
ろ
と
喜
ぴ
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
二
月
の
宮
の
具
体
が
一
首
に
花
を
添
え

こ
。t
 

拉
致
問
臨
解
決
な
か
な
か
は
か
ど
ら
ず
先
の
戦
争
い
つ
ま
で
尾
を
引
く

（
評
）
戦
争
の
残
し
た
似
痕
の
大
き
さ
を
嘆
い
た
暗
の
う
た
。

三
歳
児
園
児
の
兄
に
習
び
し
か
英
語
の
歌
を
よ
ど
ま
ず
歌
ふ

（
評
）
こ
ち
ら
は
戦
後
の
明
の
う
た
。
様
変
り
に
対
す
る
作
者
の
燈
き
は
ま
た
同
世
代
共
通

の
燈
き
で
あ
る
。

戴
き
し
海
の
幸
盛
る
こ
の
夕
餓
夫
と
二
人
で
飲
む
酒
う
ま
し

（
評
）
作
者
を
知
る
私
は
、
激
務
か
ら
解
放
さ
れ
よ
う
や
く
得
た
お
二
人
の
平
和
に
心
よ
り

よ
ろ
こ
び
を
申
し
上
げ
る
。

紅
梅
は
こ
ぼ
れ
る
ば
か
り
咲
き
匂
び
あ
の
寒
き
冬
夢
か
と
ば
か
り

（
評
）
気
持
は
判
る
が
、
も
う
少
し
表
現
を
押
え
て
詠
っ
て
欲
し
い
。

川
土
手
に
水
仙
が
咲
き
菜
花
見
ゆ
立
春
の
朝
を
ひ
と
り
歩
め
り

（
評
）
こ
の
歌
も
「
水
仙
が
咲
き
菜
の
花
が
咲
き
て
ゐ
る
朝
の
川
土
手
ひ
と
り
歩
め
り
」
位

に
押
え
て
詠
っ
て
欲
し
い
。

氷
上
の
演
舞
を
終
へ
し
二
人
組
額
つ
け
あ
び
涙
流
せ
り

（
評
）
フ
ィ
ギ
ュ
ア
、
ペ
ア
の
ア
メ
リ
カ
代
表
の
井
上
怜
奈
組
の
こ
と
か
、
ド
ラ
マ
の
多
か

っ
た
今
回
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
あ
っ
た
。

予
選
す
ら
叶
は
ぬ
日
本
の
選
手
た
ち
そ
れ
で
も
妻
は
テ
レ
ピ
見
て
を
り

メ
ダ
ル
に
は
は
る
か
に
遠
き
日
々
続
き
ば
つ
悪
さ
う
な
ア
ナ
の
皆
さ
ん

負
け
た
る
が
判
っ
て
ゐ
る
の
に
ま
た
映
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
讃
歌
唄
け
た
た
ま
し

福
津
市
若
木
台

う
き
は
市
浮
羽
町

野
間
精

向
則
正

福
津
市
光
陽
台

香
月
照
子

宗
像
市
大
島

杉
田
膿
子

宗
像
市
大
井

木
原
ふ
さ
子

宗
像
市
田
野

森
甲
子

宗
像
市
東
郷
田
中

受
験
生
切
な
る
願
び
竹
燈
簡

宗
像
市
光
岡
井
上

雪
解
け
の
水
跳
ね
あ
げ
て
鴨
走
る

宗
像
市
光
岡
白
土

烈
の
嗚
く
声
も
楽
し
吾
胸
も

宗
像
市
日
の
里
花
田
い
つ
枝

塔
揺
ら
す
神
鼓
の
連
打
山
笑
ふ

宗
像
市
日
の
里
佐
藤
純
一

初
雪
は
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
に
う
ね
り
か
な

宗
像
市
東
郷
宗
風
社
俳
句
会

吉
武
湧
泉

年
の
夜
や
押
し
つ
押
さ
れ
つ
神
前
へ

吉
田
杏
子

青
年
の
抱
く
大
志
や
冬
怒
涛三

浦
美
千
代

如
月
の
立
花
山
の
影
う
す
し田

中

早
春
や
歌
の
碑
多
き
城
下
町木

原

早
春
の
渚
を
駈
け
る
馬
二
頭

編
L

後
国
＂
謬
汀

始
め
と
し
っ
こ
と
も
あ
り
、
気
持
ち
も
新
た

に
な
リ
ま
す
▼
続
報
で
す
。
生
後
三
ヶ
月
で

空
を
飛
び
、
予
定
通
り
息
子
が
来
福
し
ま
し

た
。
こ
の
ま
ま
帰
っ
て
来
な
い
の
で
は
と
い

う
風
評
も
あ
っ
た
よ
う
で
、
ご
心
配
を
お
掛

け
致
し
ま
し
た
が
、
良
妻
も
何
と
か
帰
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
説
き
伏
せ
（
ウ
ソ
で
す
）

四
ヶ
月
振
リ
に
無
事
帰
福
し
ま
し
た
▼
ま

ず
は
、
風
呂
入
れ
か
ら
特
訓
中
で
す
が
、
も

う
出
来
な
く
な
る
こ
と
も
タ
ッ
プ
リ
と
あ

り
、
ど
こ
と
な
く
朝
家
を
出
る
時
間
が
早
く

な
り
、
残
業
に
積
極
的
に
な
り
つ
つ
あ
る
よ

う
な
、
そ
ん
な
自
分
に
少
し
嫌
悪
感
を
抱
き

な
が
ら
も
、
家
族
が
一
人
増
え
て
の
春
を
迎

え
た
次
第
で
す
。

(
M
.
o
)

宗
像
大
社
歌
会

俳
句
作
品
集
（
五房

子
雨
葉

凌 嘉
治

憲
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